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４番 畠山 和英 議員の御質問にお答えします。 

 

初めに、第三セクターの進むべき方向性についてであ

りますが、平成31年３月定例会の中でも答弁しておりま

す、「相互の助け合いの構築、地域への経済的利益の還元、

６次化の実現」に向け、継続して取り組んでおり、今後

もこの経営方針のもと、健全経営かつ積極的経営に意欲

を持って進んでいくよう、町としても関与してまいりま

す。 

 

次に、管理部門の合理化、財務・組織基盤の強化、営

業力の相互補完につきましては、懸案でありました販売

管理システムの整理統合も完了し、事務の合理化等、徐々

に成果が表れてきているものと認識しております。 

 

今後も、ホールディングス化によるメリットを最大限

生かすため、引き続き、これらの課題克服に取り組んで

まいります。 

 

 次に、ホールディングス化の目的の４項目の達成状況

でありますが、まず１つ目の「経営基盤の革新による経

営の機動性・効率性の向上」につきましては、道路網の

整備による人流の変化、新型コロナウイルス感染症の流

行による社会情勢の変化に対しては、イタリアンジェラ

ートなどの特色ある商品開発、テイクアウトや通販の拡
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充などに取り組んでおり、事業環境の変化に柔軟に対応

できる体制を構築してまいりました。 

 

２つ目の「グループの連携による事業間相乗効果の拡

大」につきましては、各社が構築してきた販売ネットワ

ークを相互に活用するなど、業績拡大の機会の創出が図

られるよう企業努力を継続しているところであります。 

 

３つ目の「地域生産物の高付加価値化と人材活用」に

つきましては、好評を博しておりますジェラートの材料

に、町産食材を多数使用しているほか、畑わさびの新商

品開発に果敢に取り組むなど、挑戦的な取組を実践して

おります。 

 

４つ目の「財務基盤強化によるグループ各事業の成長

加速」につきましては、成長分野への積極的な経営資源

の配分により、競争力を強化し、厳しい市場で勝ち残っ

ていけるよう、鋭意取り組んでいるところであります。 

 

いずれの項目におきましても、日々経営努力を続けて

おりますが、今後におきましても、グループ全体のさら

なる相互理解を深め、協力体制を充実していくことが必

要であると考えております。 

 

次に、町と第三セクターとの連携会議、取締役会の開
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催状況でありますが、会議につきましては、昨年度から

月に１回、町と岩泉ホールディングスとの意見交換の場

を設け、その中で様々な課題、方針について協議をして

おります。 

 

取締役会は、昨年度は５回開催されており、オブザー

バーとして関係課長も出席し、情報共有に努めておりま

す。 

 

第三セクターに対する町としての係わり方につきまし

ては、グループの個別具体な経営課題等について、さら

に協議、検討を進めてまいりたいと考えております。 

 

次に、グループ子会社である岩泉総合観光と、岩泉き

のこ産業の経営統合についてでありますが、現時点で優

先されるべきことは、まさに議員御指摘のとおり、各々

の経営の安定化を図ること、そして、岩泉ホールディン

グス自体のさらなる経営基盤の強化が必要でありますの

で、まずはその環境づくりに取り組んでまいりたいと考

えております。 

 

次に、「龍泉洞の水」の製造施設の整備についてであり

ますが、議員御案内のとおり、「龍泉洞の水」事業は、厳

しい経営状況が続いておりますが、町のシンボル的商品

であり、残すべきとの意見もある中、製造を続けるため
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には、新たな設備投資が不可欠であることから、その方

向性について、幅広い視点からの検討を早急に進めてま

いりたいと考えております。 

 

最後に、岩泉きのこ産業は、現在、令和４年度から５

か年間の中期経営改善計画に取り組んでいるところであ

り、その中で、ヒートポンプエアコンの更新を複数年で

実施する計画としております。 

 

町といたしましては、この中期経営改善計画の遂行を

最優先として支援しつつ、施設等の更新、再整備につき

ましても、岩泉きのこ産業と情報を共有しながら協議を

重ね、必要な支援方法を検討してまいります。 

 

以上で答弁を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


